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全国一般オルグ講座付属資料 

 

戦前の中小企業における

労働運動について 

 

鶴  五 三 

 

１．戦前戦後の中小企業事情 

 戦前の中小企業の労働運動がどうあった

かということを、お話したいと思います。

その前にいちおうお断りしておきますこと

は、戦前の労働運動と今日の労働組合の運

動とは非常に規模も違っておりますし、視

野も違って来ております。従いまして私が

戦前に運動に従事しておりました経験をお

話申し上げますと、多小奇異に感じられる

点もあるかと思います。ただそこに私たち

が汲みとり得ますことは、戦前の運動に戦

後の運動においても用いなければならない

いろいろなやり方がある。そういう問題に

ついて具体的な話をして参りたいと思いま

す。 

 先ほど伊東先生（引用者注：伊東岱吉慶

応大学教授）から詳細に現在の中小企業の

おかれておりますところの事情なり、ある

いは労働者の立場なりのお話がございまし

た。そこで詳細なことを申し上げる必要が

なくなりましたが、ただ中小企業が戦前と

戦後ではどのように違っているか、この点

だけはいちおう明らかにしていく必要があ

ると思います。 

 先生のお話にありましたように、また「中

小企業労働運動必携」（1956 年、総評発刊）

にも書いてありますように、戦前の中小企

業は異質多元的な群でありますし、それぞ

れ特殊性と多様性を持っておったのであり

ます。また国民の多数が生活のよりどころ

としておりましたことも変りがございませ

んし、とくに国民の民需市場に非常に大き

な市場を形作っておったということも変り

がないのであります。それと同時に独占資

本に奉仕する一つの機構であったことも事

実であるのであります。以上のようなこと

は戦前も戦後も少しも変りがございません

が、変っておりますのは伊東先生がお話に

なりましたように、戦後は大企業によりま

すところの系列化が一段と一般化して参り

ますとともに、激しくなっていることです。 

 そのことから一面には下請生産によりま

すところの利潤が減少して独占資本の搾取

が強化されておるのであります。このよう

な姿で中小企業はみずからの立っておりま

すところの小生産ということから、大企業

の大生産に敗北をいたしまして、隷属化を

強めておるという、資本主義の時代の持つ

ところの一つの競争の原則から、追い込ま

れていることも事実であります。私たちが

忘れてならないことは資本主義というもの

は利益を生み出していく、いわゆる利潤を

獲得していく、その利潤をみずからが蓄積

いたしまして次の生産へ役立たせていく、

こういう力を持つほどその資本は強いし、

その支配しておりますところの経済的な立

場、広さというものは強いのであります。 

 そういうことが戦前と戦後でどのように

違うかと申しますというと、昭和の初めに

問題をとらえましてそのことを振返って見

ますと、よくわかるのであります。そこで

主として私はみずからの経験によりまして、

組合に加入いたしましたのがちょうど大正

15 年で、それから近衛内閣になりましたが

労働組合が解散するまでの間、組合運動の

職業的な幹部として従事いたしておりまし

たので、その間の経験を申し上げるわけで

ございます。 

 

２．労働運動のめばえ 

 まず戦前の運動を考えて見ます場合に、

いちおう明治以来の日本の中小企業がどの
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ような姿で変って来たか。その中でどのよ

うな運動が行われたかということを簡単に

触れてみたいと思います。学者によって分

類の仕方が違いますが、一番初めに日本の

資本主義が発達しました時には、ご承知の

ように政府が農村から税金の形で搾りとっ

て来て、それによって官営の工場を建てる。

その工場を民間に払い下げまして、それに

よって民間の大企業を育成して参りました。 

 その時分の中小企業の問題は在来、すな

わち徳川時代から続いておりますところの

労働をどうするかというのが当初の問題で

あります。この時代には労働組合らしいも

のはなかった。ただ印刷工の一部には、近

代産業の形で芽ばえた労働運動が芽ばえて

おりました。だんだんと独占が進行して行

きますにつれて、とくに第一次の世界大戦

ののちに本格的な中小企業の問題がとらえ

られて来たのであります。その後中小企業

が統制経済によってつぶれていったこの時

代に労働組合運動は一つの動きをいたしま

したが、その後戦争になりまして、御承知

のように労働組合運動は影をひそめており

ます。 

 このように見て参りますというと、戦前

の日本の労働運動の歴史の大部分というも

のは第一次欧州大戦後、大正 3年から欧州

大戦が始まっておりますが、このあとから

中小企業の問題が本格化して参った、昭和

7、8年ごろを境として日本の労動組合運動

が行われております。ここに「日本労働争

議史」という本を手に入れまして持ってお

りますが、この本のページを繰ってみます

と、その年々の主な争議が書いてございま

す。ところが皆さんたちの今日の常識から

しますというと、この本に書かなければな

らないような工場ではございませんし、参

加人員でもないのであります。わずか従業

員は30人とか100人とかいう少ない労働者

が闘争に立ち上っております。それがこの

本の一つの歴史の 1ページに印せられてお

るということ、戦前の労働運動はほとんど

大部分が中小企業の労働運動であった。こ

のことをまず第一番に念頭におく必要があ

ります。 

 それでは大企業の運動とどう違ったかと

いうことはあとで触れますがまず中小企業

のその当時の立場、問題は競争の問題、大

企業と小企業、大商業と中小商業との競争

関係の問題であります。先ほど伊東先生も

おっしゃいましたように、日本の独占資本

が残しておきましたところの経済分野、そ

の中に自分みずからが資本を持ち、みずか

らが利潤を獲得しまして、それを拡大して

いこうとする。そういう部面はだんだん狭

まってくる。こういうように中小企業の問

題がとらえられておったのであります。従

いまして私たちが労働組合運動をします場

合に、今日のように中小企業の企業主とい

うものは力がないわけではございません。

あったのであります。従いまして中小企業

の事業主に対しまして賃上げを要求いたし

ましても、これを受け入れる余力はもちろ

ん独占資本ほどはないにしてもあったので

あります。 

 この点は戦後の運動と戦前の運動とは違

っております。そこで問題になりますのは、

こういうふうな違いがあるから戦後の運動

はより困難であるということはわかります

が、それでは中小企業の運動ができないの

か、このことを考えてみますと、今度は逆

に戦前の大企業の運動を振返ってみます。

このことをいちおう私たちは考えていかな

ければならない。従って今日の困難な中小

企業の中においても労働運動はやり得るし、

働く分野があるのだ。 

 それからいま一つは戦前はそのような企

業企業の力を持っておりましたが、同時に

中小企業者というものは一つのカルテルを

作りまして、大独占資本と対等までは行き

ませんが、これに対抗しうるところのある

程度の力を持っておりました。と同時に今

のように商業資本が弱まっておらず、資本

主義の前駆的なものではございますが、問

屋的な資本というものが力を持っておりま

した。従って私たちの戦いというものはこ
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のような問屋的な資本に対して戦い方を進

めておりました。 

 というのは私たちが問屋にぶつかる戦い、

例えばここに一つの工場があります。その

工場が問屋との関係においてちょうど今日

の大企業と下請工場との親子関係のように、

問屋とそれに配属しておりますところの工

場がこういう関係の中でその労働組合を問

屋資本に対する戦いにもって行ったことが

あります。そういう戦いは今日の下請工場

の労働者の戦いが、大企業へ向ける戦いの

やり方、もちろん規模も違いますし、戦術

も違って来なければなりませんが、同じよ

うにやり得るのだ。こういうことをいちお

う、お話申し上げて見たいと思います。 

 

３．労働者の状態はどうか 

 それからいま一つは労働者の生活状態は

どうであったか。低賃金であったことは事

実であります。しかし今日ほど大企業と比

較いたしましてひどい開きはなかったので

あります。部分的には高賃金でさえありま

した。というのは大企業におきましては、

日給制度でございました。日給制で賃金を

押えられていた。ところが中小企業におき

ましては、出来高給、いわゆる請取制とい

う制度によりまして働けばある程度の高賃

金が得られる。こういう状態でありました。

もちろん先ほど申しましたように多種多様

の特殊性を持っておりますからして、中に

は非常に賃金の低い家内工業的な、労働者

にとっては今のほうがもっと楽なところも

あった。 

なぜかと申しますと、その当時の今日の

労働基準法に相当します工場法という法律

は女子のみには労働時間の制限がございま

した。12 時間の時間制限があった。しかし

男子には時間制限がございませんので、た

とえ女子にあったとしても、それは無視さ

れまして、朝寝起きから、夜 11 時近く寝る

までの間働かされるところの、そういう家

内工業的なものは今日よりもっとみじめで

ありました。しかしながらそれ以外の労働

者では、今日の大企業の労働者と中小企業

の労働者ほどの差はなかったのであります。 

 過度労働であったことは事実であります。

請取制度、出来高給ということで過度労働

ではございましたが、大企業におきまして

も、11 時間労働というのが通常でございま

した。また規律的な面からいいますと、大

工場は非常にきびしい、中小企業はゆるや

かだ、こういうことでむしろ労働者の賃金

という面からみますと、中小企業のほうが

あったのであります。この点は非常に違っ

ております。これが労働運動の一つの芽ば

えに重要な点でございます。それから無権

利であるということは今申しましたように

どちらも無権利でありましたが、当時の大

企業の労務管理というものはいわゆる能率

増進ということに問題がおかれまして、今

日のように人間関係論、人間の関係はどう

あるべきかという問題から労務管理を考え

るような進歩的なものでは大企業はなかっ

たのであります。中小企業はもちろんこの

ことには変りはありませんが、しかしなが

らむしろ中小企業のほうは先ほどいいまし

たように、内部の規律がゆるやかだけにあ

る面におきましては、おやじにたてついて

ものを言うことができる。こういう面も持

っておりました。 

 それからもう一つはそういう力になりま

す原因というものの一つは、当時は大企業

に今日のような養成工制度、いわゆる熟練

工をみずからの工場の中で作り上げて養成

していくという制度はほとんどございませ

んでした。こういう制度が設けられました

のは、御承知のように総動員法によりまし

て技能者養成令というものが発布されて、

それ以来全国的にこれが行われるようにな

りましたが、戦前はほとんどそのようなも

のはなくて、熟練工というものの供給源は

中小企業の中で、徒弟制度の中で小学校を

卒業して兵隊検査まで、ただ奉公をして、

飯を食わしてこづかいをもらって、一人前

の職工にしてもらう。こういうような姿の

中で熟練工が養成されて参りましたが、そ
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ういう熟練工を大企業は雇入れまして、み

ずからの労働力の供給源にしておりました。 

 ここに中小企業の労働者の強みがあった

のであります。今日ではそういうものが非

常に薄れておるのであります。このことは

一面に大企業と中小企業の労働者を結びつ

けるようになりましたが、中小企業のなか

でも兄弟弟子ということでいろいろな結び

つきができますし、その工場の中における

一つの団結の拠点が自然的にあったのであ

ります。こういうものを土台として労働組

合運動は戦われておったのであります。 

 

４．無産運動と組合運動の台頭 

 いま一つは労働者が本当の力を持って参

りましたのは、日本がいわゆる重工業時代

に入りました第１次大戦後でございますが、

この時分には、一面には資本家階級は薩長

土肥というような封建的な勢力というもの

をだんだんと押してやりまして、資本家階

級みずからの政治権力を獲得し確立してい

った時代であります。こういう時代に原内

閣が成立をいたしておりますが、それと同

時は昭和 2年には金融恐慌が勃発いたしま

して独占金融資本というものの覇権が確立

して、だんだん社会は反動的に動いて参り

ました。しかしいちおう大正 7年原内閣の

成立ということはブルジョア民主主義、階

級的な民主主義の勝利であったわけであり

ます。こういうことから民主主義というも

のが必然的に大衆の間に普及され宣伝され

るような形になって参りました。 

 当時は民主主義という言葉は使わずに平

等主義、デモクラシイと言っておりました。

なぜ民主主義と言わなかったかと申します

と、日本の権力者は天皇である。従って民

衆、国民は権力者ではない。天皇が権力者

である。そこで民主主義とはいえなかった

ということであります。ともあれそういう

ようなブルジョア民主主義でございました

けれども、民主主義というものがだんだん

と広がって参りまして、労働階級にも男子

だけではございましたが、選挙権が与えら

れるようになって参りました。このことは

いちおうは労働階級が成長いたしまして、

これをむやみに押えつけることはできなく

なったからであったのであります。 

 こういうような労働者階級に対しますと

ころの資本家階級の部分的な譲歩がござい

ましたと同時に、徹底的な弾圧もいたして

参りました。と申しますのは、今日の厚生

省に当りますが、当時の内務省の社会局が

労働組合法を議会に上程したことがありま

す。これは昭和 6年であります。今から見

ますというと、この労働組合法は実に骨抜

きの労働法でございました。団結権だけは

認めるが、団体交渉権は認めておりません。

罷業権も認めてございません。もちろん今

日のような不当労働行為というような規定

はございません。むしろそのときに議論に

なりましたのは、労働者には団結する権利

があると同時に、組合に加入する権利があ

ると同時に加入しない権利があるのだ。こ

ういうことがまじめに議論されたのであり

ます。 

 そのような微温的な労働組合法でありま

したけれども、これが議会に上程されます

というと、全国のいろいろな経済団体が集

まりまして、今日の日経連の前身でありま

すところの全国産業団体連合会、これを全

産連といっておりましたが、全産連が結成

されました。この全産連の圧力によって労

働組合法は衆議院は通過いたしましたけれ

ども、貴族院、今日の参議院に相当します

ところの貴族院において握りつぶされてし

まっております。それ以来、全産連は労働

組合に対する資本家の対策本部としてずっ

と活躍し、今日では日経連として復活いた

しておるのであります。 

 このように徹底的な弾圧はいたしました

が、しかし一面には噴火口を開けておきま

せんと爆発をいたします。爆発しないよう

にするために、どこかに少し蒸気のもれる

ところを作っておく。こういうことから労

働組合運動の自由もそういう範囲内におい

て認められております。言いかえますとい
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うと独占資本の大企業に労働運動が及んで

来ましたときには、これは徹底的な弾圧が

下されました。愛媛県からおいでになって

いる方々はお聞きかと思いますが、別子銅

山のストライキのときには、デモの衝突に

よりまして何人かの死人が出ております。

向うからは竹槍をもって押しかけて来る。

こちらは争議団が冬のさなかに鉢巻をして

真裸になって、焼け火ばしを投げつけて、

まき割りを持って立ち向うのであります。

こういうふうな戦いをやっておりますが、

このような向うの暴力行為に対しては警察

はこれを保護し、こちらのちょっとした暴

力行為には徹底的な弾圧が下される。こう

いうふうに大企業の労働運動というものは

なかなか激しい弾圧が下されました。 

 しかし中小企業のほうには少し穴があい

ている。こういう穴を土台にしまして、労

働組合は発展してまいりました。そういう

根はさらに大企業の中に食い込んでいこう

とする。こういう運動となって行われてお

ったのであります。言いかえますと、そう

いう範園内において労働者の勝利の条件が

あり、そういう中から労働者は運動を進歩

発達させていったのであります。と同時に

労働者の間には先ほど言いましたように兄

弟弟子というような関係から労働者の自然

的な団結ができておりました。その点が非

常に役に立っておったのであります。 

 それから忘れてならないことは、これは

あとでオルグの重要性について触れますが、

日本の労働運動の歴史をひもといて見ます

と、労働組合が組織される場合に、一番先

にだれが手がけたかと申しますと、大学を

出ました理想に燃えた知識階級の諸君でご

ざいます。これは日清戦争前後の日本の労

働運動史を読みますとただちにわかります

し、あるいは大正の初めに友愛会ができて、

これで日本の労働運動が本格的な発足をし

ましたが、この友愛会を作りました人は鈴

木文治というクリスチャンであり、知識階

級でございました。 

 こういう中から労働者は目覚めて参りま

して、戦いを進めていく間に、筋肉労働者

の中から筋金入りの運動者が出て参りまし

て、これが中核となって運動が進められて

参りました。このことも忘れてはたらない

のであります。従って私たちはあとで重要

な問題として申し上げますところの「オル

グがなければ組織はできない」この問題に

つきまして戦前の運動と戦後の運動の違い、

そして同時に中小企業の運動を始めて参り

ます場合におけるそれの重要性をお話申し

上げておきたいと思います。 

 

 次にはそれではその当時の運動は主にど

こで行われておったかと申しますと、関東

におきましては京浜を中心にした運動、関

西においては大阪を中心にしましたところ

の京阪神の運動、それから九州の八幡を中

心といたしますところの、あの炭鉱地帯を

中心といたしますところの運動、この 3つ

人の運動の中心点がございました。それら

の地域の労働組合運動は同時にその当時の

無産階級の政治運動となって発達をしてお

ります。その無産階級の政治運動と労働組

合運動とは今日以上に密接不可分の、否ー

体とさえ言えるほどの結合をしておりまし

た。 

 そういう運動はだんだんと地方的に伸び

て参りますというと、地方の社会運動とな

って現われて参ります。その社会主義運動

をやっておる人たちが、大阪の労働組合の

本部に連絡をとりまして、地方の労働組合

運動に入っていくというように、地方にお

きましてはむしろ政治運動が優先して、労

働組合運動がそのあとにくっついていく。

こういう姿で運動が発達しておるのであり

ます。この点は日本の労働運動の一つの特

徴であります。外国の労働運動史を研究し

てみますというと、労働組合が自分たちの

生活の問題から労働組合を作って戦ってい

く。こういうふうに戦っていきますと、問

題は政治問題へぶつかりますから、みずか

らの政党を持とうという運動になって現わ

れて来ます。 
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 これが大体外国の労働運動の歴史であり

ますが、日本におきましては、むしろ社会

主義運動が前駆して、労動組合運動がその

啓発によって生まれて来ておる。こういう

違いがございますが、そういうような違い

はやはり地方においてもあったのでありま

す。このことは大事なことであります。こ

の中小企業の労働運動と地方の社会主義的

勢力との結びつき、このことを忘れては中

小企業の運動の発展は困難である。このこ

とはあとから申し上げてみたいと思います。 

 ともあれこのような一つの条件の中に中

小企業の労働運動は始まって参りましたが、

それではどのようにして手がけていったか、

これから私はなるべく具体的に、むしろ皆

さんたちの御存じのことを申し上げて参る

のであります。と申しますのは、中小企業

の労働運動というものは決してむずかしい

ものではございません。皆さんが毎日おや

りになっていることをそのままやって少し

も差支えないのであります。ただどこが大

事か、このことさえ皆さんがのみ込んで下

されば、中小企業の運動というものは、こ

れはむしろ楽しみであります。 

 これは大企業の労働運動をやっている

方々には、このようなものであったかこの

ような喜びがあり、感激があるのかという

ことが、まざまざと伺えるほどの喜びを感

じ得るのであります。言いかえますと、き

びしいが一面には非常にやりがいのある運

動があるのであります。そういう運動はど

こにあるのか、それをつかむには、育て上

げるにはこういうことが問題であります。

そのことを皆さんに申し上げてみたいと思

います。 

 

５．戦前の中小労働者の組織化 

 そこで少し理屈めきますが、私たちは、

組織というものにはどんなものがあるかと

いうことを考える必要があります。と申し

ますのは戦後の労働運動、とくに大企業の

労働運動というものは戦争が終って、ポツ

ダム宣言が出て、何とはなしにわっと一ヵ

所に集まって、あるいはだれが提唱者か出

てそういう組織ができて来たのには違いあ

りませんが、だれかが提唱して食堂なり、

広場なりに集まって、代表者を選んで会社

と交渉して賃上げをするために労働組合を

作ろうということで、1週間か 10 日、たか

だか1ヵ月もしますと 2,000人なり3,000

人なりの工場全体の従業員をもって組織す

る労働組合ができ上っております。 

 こういうところでは組織問題ということ

は始めから問題ではない。組織問題よりも

機関をどう作るか、大会をどうするか。執

行委員会をどう作るか、こういう機関を作

ることが問題であって、組織を作ることは

考えていないのであります。これは私宇部

に参りまして、よく組合員の皆さん方に申

し上げたのでありますが、機関は組織では

ないということであります。この点はとく

に考える必要があります。 

 そこで組織とは何かということでありま

す。組織は一つの団結であります。団体と

いうものはおたがいに何らかの形で約束事

を結びあうことであります。汽車に乗り込

むときはまず乗っている人が降りてから乗

らなければならぬ、こういう社会的な約束

事があります。あるいは駅の待合室に人が

待っているこの人達はみな改札口を通らな

ければならぬ。こういう約束事であります。

つまり群衆というものは、そういう約束事

を持って団結しているのであります。学者

はこれをむずかしい言葉で社会集団と言っ

ております。社会集団は一つの団結であり

ます。しかしこれは組織ではございません。

組織ではないが団結をしておるのでありま

す。 

 

６．オルグの重要性について 

 団体というものが一つの組織集団になり

ますのには、まずだれか提唱者が必要であ

ります。またその組織を作るのに相談する

人が必要であります。このことをまず認識

する必要があります。私たちが皆さんたち

とともに組織を作ろうとする場合にはだれ
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かが提唱者になって組織をまとめていく。

この提唱者がオルグであります。このこと

に徹する必要があります。このことを忘れ

て、大企業の労働組合が立ち上ったら、中

小企業の組織はできるのだ。大企業の労働

組合が金を出せば組織はできるのだ。こう

いう考え方では絶対に中小企業の組織はで

きません。これは断言しておきます。大企

業の労働組合の援助がなくても、1 人の犠

牲者がおりまして、家庭を犠牲にして中小

企業の組織に乗り出しますならば、中小企

業の組織は可能であります。ただそういう

人を見つけ出して、その人に生活の糧を与

えて、それに専念させる。こういうことが

できたときに初めて中小企業の運動が本格

的に伸びていく。言いかえますと戦前の運

動は知識階級の諸君、いわば当時の中産階

級の生活に余力のある諸君が親からこづか

いをもらってすねをかじりながら労働者を

啓発して、ここから組織が生まれておりま

す。従いまして知識階級の親のすねを労働

者はかじっておった。春秋の筆法をすって

しますならば、そういうことすら言えるの

であります。従ってオルグは絶対に必要で

ある。このことを決して忘れてはならない

のであります。 

 それからいま一つはそれらの学生諸君、

知識階級の諸君が何をもって労働運動に飛

びこんだかと申しますと、それは売名では

ございません。社会的な矛盾を感じて理想

に燃えて社会を改革しようとする熱情から

これに飛びこんでおります。このことは、

私たちは同時に情熱を持たなければ、社会

改革をやっていこうという情熱を持たなけ

れば中小企業の運動は外からはできないと

いうことであります。皆さんたちが理想を

もって、情熱をもって運動の中に飛び込ん

でいくということが大事だということであ

ります。このことは非常に大事であります。 

 それからいま一つはこうして運動が育っ

ていきます中には労働者の成長があります

が、それらの労働者の戦いというものは、

初めから理想をもって戦うのではございま

せん。そのことを忘れないでほしいと思い

ます。理想をもって社会主義者として独占

資本に対して戦おうと思って労働者は立ち

上るのではございません。生活が苦しい、

いじめられ、しゃくにさわるから、おやじ

をやっつけろということで立ち上る。つま

り労働の苦痛から運動が生まれて参ります。

このことを忘れてはならない。従って労働

の苦痛というものを忘れた、生活というも

のに密着しない運動であってはならない。

一面には理想が必要でありますが、同時に

生活の苦しみの中から運動というものを鍛

え上げていかなければならないということ

であります。この二つを私たち中小企業運

動をするときに忘れてはならないのであり

ます。 

 それでは私たちは具体的に戦前において、

どうやったかと申しますというと、ポスタ

ーを張ったりビラをまいたり、演説会をや

ったり、パンフレットを配ったりいろいろ

な姿であります。このことはむしろ今日以

上に活発にやりました。と申しますのは未

組織分野が非常に広いとともに、私たちの

運動には手かせ、足かせがはめられており

まして、それを少しでも払いのけよう、少

しでもそういう分野に足を広げていこうと

する運動であります。 

 ところがこのビラ、ポスター、演説とい

うものは生やさしい闘争ではなかったので

あります。ポスター張りはブタ箱入りを覚

悟したポスター張りであります。ポスター

を張っておりますと、何とか風紀条令とい

うような条令がありまして、必ず捕まえら

れて、1 週間なり 10 日なりブタ箱に入る。

弾圧の一番ひどかったのは京都でありまし

た。東京では丸の内一帯、こういうところ

におきましては非常に激しい弾圧が繰りか

えされて参りました。しかしそういうこと

に最大の努力が払われて参りました。 

 それからいま一つは、手かせ足かせがは

められておりますからして、一番大事なこ

とは個々面接、労働者の個人個人に会いま

して、よく話を聞き、よく話をするという
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ことが運動の第一歩であります。そういう

機会は食堂で求めます。あるいは家庭に行

って求めます。少し自由を持って参ります

というと職場を訪問しまして、仕事をして

いる職場で話をするのであります。これか

ら皆さんがたが中小企業の運動をする場合

に大企業の労働運動のように時間中に運動

をするとお考えになってはいけません。ど

うか中小企業の運動をする方々は朝の 9時

まで寝ていただきたいと思います。起きて

飯を食うのがお昼であります。朝飯はお昼

に食う。運動は夜の 12 時まで、これが中小

企業の問題になって参ります。今日でもそ

うでありましょう。戦前もまたそうであり

ます。その大半の時間は何に使われておる

か。これは家庭を訪問する。家庭の中で茶

話会をやる。今日でいうところの懇談会を

やる。こういう時間につぶされております。 

 私を育ててくれました鈴木さんは非常に

有能なオルグでありましたが、私は運動を

教えてもらいました。当時私は大阪で運動

しておりましたが、天王寺から此花まで歩

いて 1時間半近くかかります。夜の 11 時ご

ろに会合を終えて、歩こうじゃないかとい

うことで歩いて帰ります。鈴木さんは路地

の中にとことこ入っていく。何しに入って

行くかというと、一軒の家の雨戸をとんと

んたたくのであります。寝ている人が起き

て来ます。実は今会合があってここを通っ

たのだが、なつかしかったので寄ってみた。

さよならといって帰ります。相手は寝てお

りますから迷惑な話でありますが、ところ

がこれが相手を感激させるのであります。

鈴木さんが訪ねてくれた。われわれを忘れ

なかったのだ。こういうことで労働者は団

結していきます。このような戸別訪問、個々

面接は大事だということを忘れてはなりま

せん。こういうことによって私たちは運動

を進めて参りました。 

 

７．オルグ活動のやり方 

 それからいま一つは問題をとらえます。

解雇、賃下げ、傷害手当の問題、このよう

な問題をとらえて、私たちは戦いを進めて

参りました。そこでそのような一つの具体

的なやり方を申し上げてみたいと思います。

まず私たちが Aなら Aという工場を組織化

しようと考えます。そうするとだれか 1人

だけ、何としても組合に入らなければなら

ない。そこでその工場の附近に参りまして、

飯屋にがんばっております。労働者の諸君

が飯を食いに集まって来ます。じっと話を

聞いております。そしてその飯屋に何日か

通うのであります。いろいろな不平の話が

出て来ます。 

 それからこちらから顔なじみになるよう

に仕向けて行きまして、あんたのどころの

工場は非常に賃金が良いという話だがとい

って盛んに工場のことをほめるというと、

相手は、いやうちのおやじは物のわからん

やつで賃金も安いとかならず反対を言いま

す。このようにして工場の中の様子を聞く。

これを謄写版に刷ります。そしてこういう

問題がある。あなたがたはこの問題につい

てどう考えるかというビラをまきます。こ

れはかならず反響があります。そうすると

1 人の人間がやって来ます。これはその工

場の中で一番仕事をしない、一番ずぼらな、

今にも首になりそうな人間が必ず来るので

あります。一つこれは忘れんといて下さい。

大事なことです。その人間をとっつかまえ

る。これは犠牲部隊です。本人も首になっ

てもいいが解雇手当だけはとってもらいた

いといっておりますから、本人の満足する

ところでもあります。 

そこでこの人間を使いまして、今度は工

場の中で宣伝をやります。工場の中のニュ

ースをとってはガリ版に刷ってビラまきを

やります。皆さん労働運動には謄写版を忘

れないで下さい。中小企業の運動をすると

きにはかならず皆さんのそばに謄写版が必

要です。このように謄写版を切ってどんど

んまきます。だいたいここらあたりでよか

ろうというときに、その人間に組合の宣伝

をやらせる。そうしておやじから首を切ら

れたら解雇手当だけはとってやるのであり
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ます。どういうふうに解雇手当をとるかと

いいますと、組合ができていないのでスト

ライキはできません。そこで組合の本部か

ら参りましておれのところの組合員を首に

してけしからんとねじこんでいくのであり

ます。 

 向こうは何んだかんだと陳弁をしますが、

とにかく何とかせいということで坐り込み

をやります。工場の中に組合の本部から行

きまして、大声を上げて事務所にどなり込

みます。これは恐喝であります。はっきり

言うと恐喝です。そしてときにはおやじの

家へ行って上り込んで強談判をやります。

奥さんをおどかします。その他いろいろな

手段を使います。もうしょうがないから向

うは解雇手当を出してくれます。それ見て

みろということでビラをまきます。労働組

合の力によって解雇手当をとれたとやる。

実は労動組合の力でも何でもない。恐喝で

とったのであります。ところが遅れた労働

者はなるほど、労働組合はありがたいとわ

かります。 

 そこでその次にあぶないやつが入って来

ます。そのときにだいたいこれならだいじ

ょうぶ、これなら本当の組織の根を張るこ

とができるということがわかりますと、そ

の人間を大事にしまっておきます。絶対に

おやじにわからないようにその人間をしま

い込みまして、その 1人の人間に 1人の組

合員をあらたに作らせます。このときには

職場の中の真面目な連中を組合に入れて来

ます。この本に職場の真面目な分子をつか

めと書いてあります。これはその通りであ

りますが、一番最初には不平分子をつかめ

ということが抜けておりますから、そいつ

を忘れないで下さい。こうして本当によい

組合員をつかんでそうして 1人ひとり組合

員を増やしていくのであります。そのやり

方が組合員の倍化運動です。1人を2人に、

2 人を 4 人に 4 人を 8 人にという倍化運動

ということが当時はやかましく言われてお

りました。その倍化運動をします場合に、

少数のものが集まりまして秘密会合をやり

ます。 

 これは私もやった経験がありますが、皆

さんたちの想像以上であります。2 階で会

合をやりますのに、下駄を持って上りまし

て、押入の中に入れておきます。外から見

えないようにふすまを外しておきまして、

道路側に立てておきます。絶対に中は見え

ないようにします。こういう秘密会合をや

っているのを見つかりましたら、いくら中

小企業であっても首になりますし、また警

察が忠義顔に金一封をおやじさんからもら

いたいのかどうか知りませんが、警察が治

安警察法第何条によって解散を命ずるとい

うふうにやりますから、わからんように初

めのうちはやるのであります。こういうふ

うに秘密会合をやりまして相談をします。

その相談はどういうことをやるのかという

と、だれを組合員に入れるか 1人ひとりの

人間を吟味していきます。そしてお前はだ

れそれの説得にあたれ、わしは謄写版を切

ろう、きみは本部との連絡にあたれ、きみ

は会費を集めるということで各自の分担を

決めます。 

 その会費の集め方は、ちょっと会費をく

れと言ってもらうわけにはいかない。便所

で小便をしながら会費の授受をやります。

これはなかなかわかりません。そこで相談

をしますが、これが非常に大事であります。

皆さんたちの今日の運動は何か委員会を開

いて決議をしないと何もやれないと考えて

いらっしゃる。ところが戦前の運動はそう

でない。なんとはなしに何人かの人間が寄

り集まってそういう 2階で相談をする場合

もありますが、お昼の休憩に 4、5人の連中

が雑談をしているようなかっこうで集まっ

て委員会が開かれております。むずかしい

議論はない。具体的な役割の分担などが決

められます。つまりそこに一つの組織の中

核体が生まれて来ております。その中核が

執行部というものの生まれて来る崩芽にな

ります。と同時に機関の生まれて来る芽ば

えであります。 

 こういうような中核体が生まれまして、
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どんどん組合員を増やして参ります。組合

員が増えて来ますと一カ所で集会がやりに

くくなります。また一カ所に集まりますと、

見つかる危険も多いので、これを二つに分

けます。そういうふうにして何々支部とい

う組織が自然的にできて来るのであります。

規約があって組織ができるのではありませ

ん。組織があって規約を生むのであります。

このことを忘れては中小企業の組織はでき

ないのであります。言いかえますと、そう

いう組織ができ上る。自分たちの訓練もだ

んだん積んで来た。だいたいこの程度で合

法部面へ出ても大丈夫ということがわかり

ますと発会式をやるのであります。 

 当時は組合は何々支部という単産式にな

っておりましたので、その各支部会ごとに

発会式をやります。この発会式のときは、

ストライキを覚悟してやります。またこの

ときは闘争体制にある組織自体が首になる

かならぬかというきわどいものからなって

おりますので、発会式をやるときは、首に

なったらストライキをやるぞという態勢で

発会式を行います。たいがい発会式のとき

には要求書を出すというのが習わしであり

ます。 

 ところで今度は非合法の団体活動が暴露

したときにはどうするか、また発会式をや

っていない。その工場の従業員の多くは組

合の存在を知らない。組合員は 2,000 人の

工場で 2、30 人しかない。こういうところ

で組合ができていることが相手に感づかれ

ました場合においては、このときは一か八

かの闘争をやります。それにはいろいろ情

勢判断がいりますが、そのときにはそこの

従業員の判断よりも組合本部が判断をいた

しまして、ここはストライキをやらせよう。

ここは 2人か 3人首になるが、まだがまん

をしようというふうに判断をして、戦いを

きめて参ります。 

 このことは戦前と戦後は違うのでありま

す。今はストライキをやるときには、無記

名投票によって、ストライキ投票をしなけ

れば、ストライキはやってはならないかの

如く皆さんたちはお考えになっておる。こ

れは民主的な手続としては当然であります

が、戦闘的な体制ではありません。戦闘的

な体制と申しますものは独裁であります。

例えば戦争をやります場合に兵士の 1人ひ

とりにあの山を占領しようかどうしようか

という判断を大衆討議する馬鹿はおらん。

このときには司令部の命令一か、あの山を

占領せい。死ぬかもしれない。死ななけれ

ば殺すぞと言って銃殺をその前にしてでも

敵に向わせるのであります。 

 ここに民主主義と戦闘体制との矛盾があ

りますが、戦前ではここでストライキをや

らなければならないと判断したときにはそ

の 30 人に因果を含めまして要求書を出さ

せる。昔の闘争形式は最初に嘆願書を出す。

それが拒絶されますと要求書を出す。要求

書によってストライキに入るというのが大

体昔の闘争の順序でございました。30 人く

らいでございましたが、嘆願書をまず出す。

そして外から組合員を応援にかけつけまし

て、ビラをまいたり、そこらあたりで演説

会をやったり、沸き立たせるようにします。

なかなか雰囲気ができて来ないと、内外呼

応してまず中の 30 人の連中がスイッチを

切る。外から応援に行った連中が工場の中

へなだれ込みまして、働いている連中を外

へ引っ張り出す。あらかじめ、こういうお

寺とか借家を借り切っておきまして、従業

員を押込んでしまう。応援団がかけつけま

して要所要所を固めて外へ一歩も出しませ

ん。家族が面会に来ても面会させません。

こうして一方では代表者と一緒に工場の中

に行って交渉を始める。 

 相手はいきなりストライキをやられたも

んですから、びっくりしてしまって、面く

らっておりますからして、戦闘ができない。

そこでいくらかの要求が通ります。そうす

ると、みてみろ労働組合は強いんだ、君た

ちの団結で勝利を得たのだというわけで、

この機会を利用して訓練をいたします。意

識を植えつけます。その意識の植えつけ方

が扇動であります。これは宣伝や教育では
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ありません。扇動であります。感情に訴え

て、お前たちが一生懸命働いた金でおやじ

はめかけを養っているじゃないか。こうい

う式に感情的に扇動しまして、振い立たせ

ますとともに、一方には争議中に労働者の

話というものをじっくり聞かせる。こうし

て労働者を目覚めさして、争議が終ると同

時に発会式をやります。こういうようなや

り方で組織が進められていったのでござい

ます。 

 

８．自然発生的争議の組織 

 それからいま一つのやり方は、集団的な

自然発生的ないろいろな問題が起ります。

何でもない所に争議が起ります。例えば女

工さんをたくさん使っているところの工場

でありますと、ささいな感情でストライキ

は起こります。私の好きな監督さんを左遷

したというようなことで起こります。ある

いは湯飲み場を作ってくれと頼んでおった

のにいつまでたっても作ってくれないとい

うようなことで起こることもあります。賃

金の値下げということではもちろんありま

すが、このようなささいなことで労働者は

闘争に立ち上って参ります。これを聞きま

すとかけつけていくのであります。そして

幹部に会って指導をしていきます。向こう

はだれか頼りを求めておりますからして、

闘争のやり方を指導いたしますと、必ずそ

の諸君たちはこの組合に頼って参ります。 

 そこで、そこに応援の仕方があります。

今まではただ自然発生的な争議でなんとな

くわっと集まって、ストライキをやって来

た。どこかに中心はありましたが、組織だ

っておりませんので、本部から応援に行き

ます。そしてオルグの何人かはその組織に

あたるわけであります。いわゆる争議団の

編成をやります。一方では労働者の、その

従業員の代表を連れまして、会社と交渉に

行く。こういうふうに分担を決めまして、

争議が少し落着いて参りますと、その従業

員のうち、100 人おりますならば 20 人なり

30 人なりを引連れまして、オルグがそれに

3 人か 4 人ついて初めはお手やわらかに坐

り込みをやる。お得意訪問をやる。こうい

うふうにしまして、だんだんと強い闘争に

馴らして参ります。これはあとでまた争議

のやり方のときに申し上げますが、こうい

うやり方によりまして、そういう問題をと

らえて組織をするのであります。 

 私こういう経験があります。大阪の泉南

の泉紡績という、今は会社の名前が違って

いるかもしれませんが、そこで自然発生的

な女工さんの闘争があった。全部がやった

わけではありません。1,000 人近い従業員

の中で寄宿舎の一棟だけが闘争をやってお

る。夕方飯を食いますと、その女工さんが

塀を蹴破りまして、外へなだれ出て来る。

あっちこっち散歩をしまして退屈するとど

っと寄宿舎へ帰って寝ております。また翌

日も外へなだれ出て遊びに行く。町の若い

衆はその娘さんをものにしようと虎視耽々

と狙っております。こっちもその話を聞き

まして、一つそれをつかまえにいこうとい

うことで、佐野という男といっしょに行き

ました。飯屋の中に入って待っておると、

女工さんたちがどっと出て来ました。ちょ

っと皆さん話があるからこっちへ来てくれ

ということで、20 人くらい横の広場へ連れ

て行きました。いろいろ話を聞いたり何か

して、あなた方のねえさんかぶの人に会わ

してくれ、明日の夕方何時に私はここにや

ってくるから一つ来てくれと言って別れた

のであります。その別れたときにはいつの

まにやらぱらぱら逃げて 2人になっていた。

翌日行ったけれどもだれも来ない。マーク

をしていたら、これは大切なところを差上

げるのですから、もう一ぺんということで

来たかも知れませんがこれは労働運動には

禁物です。 

 ともあれ今でもそういう自然発生的な争

議がほうぼうに起こっております。ただ皆

さんがつかまえる機会を逃がしているだけ

であります。ただこの場合に大切なことは、

1 人ではそういうことはなかなかできませ

ん。一方では争議団の編成をやり、一方で
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は交渉に行く、また一方では坐り込みをや

るという、そういう機動力のある指導がな

ければ、言いかえますと、そういうような

オルグが揃っていなければだめです。ちょ

っと工場からの帰り道に皆さん今日は執行

委員会があるが、いいように一つ相談して

下さいと言って帰るような指導ではだめで

あります。朝から晩まで争議団と一緒に握

り飯を食いながら、泊り込んでやるという

ことでなければ、そういう闘争はできない

ということであります。 

 そこで私はもう一つ例を上げますが、群

衆を闘争に巻き込む方法もないわけではあ

りません。国鉄の方には気の毒であります

が、汽車がかりに遅延をいたします。1 時

間たってもやって来ない。ところが待合室

に何の掲示もございませんし、マイクで放

送もしない。たくさんの人がぶつぶつ怒り

出すこういう雰囲気がありましたときに、

私なら私が立って、どうもここの駅長はけ

しからんじゃないか。駅員は不親切だ。皆

さん一つ代表者を選んで、私も行きますか

らどなたか一つ一緒に来ていただいて、駅

長に事情を聞いて場合によっては臨時パス

を出してもらおう。こういう提唱をしたと

します。するとだれか突飛な男があって私

行きますという。そういう連中と一緒に駅

長に交渉に行く。これはあり得ることであ

ります。 

 またあるのであります。つまり群衆をそ

ういうことで組織しうる。これが積り積っ

て繰返されて参りますと、通勤者同盟とい

うようなものになって発展して参ります。

よく通勤者同盟というものがございますが、

そういうことで通勤者同盟を作ることも可

能であります。まして組織的な集団である

労働者を組織することば容易であります。

ここで私が組織集団と申しましたのは労働

組合の組織集団ではなく、会社の従業員と

してのそれであります。社会の正常な一つ

の集団としての訓練を経ております。従っ

てどこを握るかということであります。一

番握って動かしやすいものは職制上の上位

のものを握る。下は無意識でもついて来ま

す。ところが上位のものを握りますと戦い

ができなくなる。いわゆる中間層でありま

すから、むしろ場合によっては会社に裏切

ります。ここに問題はだれを握るかという

ことであります。中小企業の戦いにおきま

しては、かならず労働者の中の職長級の人

を握って下さい。そういう連中が握られま

すと組織化は早いのであります。いわば昔

は先ほどいいましたように、兄弟弟子とい

う関係で結ばれているところの兄弟子を握

ることに努力をいたします。 

 こういう一つのルートによりまして、私

たちは戦いを進めていったのであります。

また一つの組織集団として親睦会や共済会

などがございました。こういうものをつか

むのに努力をいたします。労働者の作って

おりますところの冠婚葬祭その他のための

親睦会というものは 2、3回は集まって大会

をやりますがそのときには必ずと言ってよ

いほど職場の問題が出て参ります。ここの

中にオルグが乗り込みまして、よく私たち

はきつねになりまして、何にも知らん、労

働組合のイロハも知らんような顔をして、

中小企業の中に働いて、親睦会あたりを作

らして、その中の幹事役みたいになって、

会社の職長連中をおだてて、まつり上げま

して、じっと様子を見ております。そして

機を見て問題をとらえ、労働組合的なもの

に変形させて行くのであります。そういう

ことができるのであります。 

 戦前の労動組合を見てみますと、大阪市

電の大ストライキをやった組合は自助会と

いう名前であります。石川島造船所にはじ
．

ょちょう
．．．．

会という労動組合がございます。

これらの団体は親睦会的な、共済会的な団

体から発生したのであります。従ってそう

いうものは労働者の組織集団である。労働

組合という看板はないがいずれも労働者の

不平を何らかの形において解決をしょうと

望んでいるところの労働者の集団であると

いうことを忘れてはならぬのであります。
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次には同業者団体を変形させるやり方でご

ざいます。例えば大工、左官というような

人たちは自分たちの工賃を決めるために、

請負工賃をきめる交渉団体として、そうい

う同業者組合みたいなものを作っておりま

す。 

 この大工、あるいは左官というような人

達は、今日は賃金をもらって働いているが、

明日は自分たちが小さい仕事を受けて親方

になる。こういう性格をもっております。

それが元請に対しますところの、工賃のも

つれから戦いが始まって参ります。それを

つかまえまして、つまり今日の皆さんが問

題にしておりますところの中小企業の親方

と事業主といっしょのような形において戦

いを進めまして、その中からだんだんと労

働者層を引き抜いてそれを本当の労働組合

に改変して行くというやり方をやって参り

ました。 

 それからいま一つはメリヤス工のような

場合の家内工業的な下請の場合は労働者と

事業主といっしょに組みまして、問屋に対

する戦いを始めて参ります。そういう中か

ら刷子工という労働組合が生まれて来てお

ります。 

 

９．同志的な信頼感で結合 

 とにかくこういうふうに戦前の組織のや

り方で学ばなければならないことは今まで

組織のないところに組織を作ろうとする場

合に、かならずオルグが必要であるという

ことであります。そのオルグというものは、

中小企業の場合においては、それに挺身し

得るところの職業的な労働運動家であって

欲しいということであります。これを忘れ

ずにおいていただきたい。なぜならば私た

ちが運動を進めて参ります場合に、個人的

な結合、団結が必要でありますが、とにも

かくにも身近に世話をしてくれる人、朝か

ら晩まで世話をしてくれる人、そのような

人を必要といたします。そのような人はそ

のこと自体が職業的でなければできないの

であります。 

 それからいま一つは組織というものは個

人をとらえるものであるということを忘れ

てはなりません。組織は個人から積み重な

っていくのであって、1 人を 2 人にし、2

人を 3人にする。こういうふうにして私た

ちがやって参りますときには、必ずお互い

同志に信頼感がなければできないのであり

ます。これには相手を結びつけるところの

愛情を必要とします。集団社会学という社

会学の一分科の学問がございますが、その

中で団結の原理としまして二つの原理をあ

げております。これはゲマインシャフトと

いう言葉を使っております。いわば団結の

第 1条件は感情的な結合、ゲマイシャフト

的な結合がなければ団結はできないと言っ

ております。 

 次にゲゼルシャフト的な、合理的な、契

約的な結合であります。この合理的、契約

的結合をする前に必ず感情的な、情緒的な

結合がなければ団結はあり得ない。こうい

う学問的な規定を考えてみますというと、

私たちが 1人の人間をつかんでいる。この

人間を土台にして増やしていくときには、

この人間が首になってもかまわない。おれ

はみんなのために戦ってやるのだ。そのと

きにはかならず組合の本部から、だれそれ

さんが来ておれのために戦ってくれるのだ

という安心感がないときには戦えないので

あります。 

 おれの後ろには宇部窒素の労動組合があ

るのだという、そういうぼんやりした戦い

であってはならないのであります。おれの

後ろには宇部窒素の太田という男がいる。

太田という男が宇部の執行部にいったとき

には、執行部の人はおれを見捨てないでく

れるだろう。こういう同志的な結合、これ

が労働者を奮起させて参ります。これを忘

れないでほしい。こういう結合というもの

は組織の土台となって参ります。このこと

は「中小企業労働運動必携」には書いてあ

りません。この次に改訂版を出されるとき

はこれを一つ入れていただきたい。個人を

とらえる感情的な結合が大事である。 
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 その次には何が必要か、先ほど伊東先生

も、この戦いは独占資本への戦いだと規定

されました。その通りであります。ところ

が皆さんたちが独占資本に対する戦いをす

る場合において労働者がついて来ない。労

働者と企業主とは戦ってもしょうがないと

いうなげやりな態度で戦いをしようとしな

い。またわれわれがやってみても賃上げを

する企業主はない。だからやらない。こう

いうなげやりな空気ができて参ります。こ

れが皆さんの悩んでおられる一番大きな問

題だと思います。 

 どうして戦いにもっていくかということ。

労働者というものは賃上げのためにのみ団

結するのではございません。労働者が団結

をしますのは賃金を良くしようという生活

上の問題とともに職場の中の圧迫というも

のを、もう少し自由な空気にしたい。おや

じに文句を言えるような職場を作りたい。

だから湯飲み場を作ってくれないというこ

とがストライキの原因になり得る。監督者

を排撃してストライキをやるというのは、

自由に物の言える姿にしてくれという要求

であり、あるいは監督者を左遷したのに反

対をするというのは、自由に物が言えなく

なるという心配に対する労働者のストライ

キであります。従いまして戦いの場はどこ

にでもあるということ、そのような問題を

解決してやるということが大事であります。 

 

１０．労働者の利己的性格と連帯 

 それからいま一つは労働者は利己的であ

ります。はっきり申します。利己的です。

と申しますのは、いじめつけられておりま

すから人を非常に疑うのであります。こう

申しますと皆さんは怒られますが、私自身

が紡績に 13 から働いておりましたが、私自

身、非常に猜疑心が強かったのであります。

あの監督はおれに対してこうしやしないか

とやられない前から警戒する。と同時に非

常に禁欲であります。なぜならば、明日の

100円よりも今日の10円がほしいという生

活をしておりますから、このことは賃金の

低い、押えつけられた労働者ほど猜疑的で

あり、身近な欲望に燃えております。決し

て独占資本に対する戦いを考えておりませ

ん。 

 そういう労働者をつかまえて、独占資本

に対する戦いをやるのだと言ってもむだで

あります。身近な湯飲み場の問題、幅は小

さいかも知れないけれども、皆さんは

1,000 円の闘争をやりたいのかも知れんが、

中小企業の労働者は 100 円の闘争で結構で

あります。あるいは 10 円の闘争で結構であ

ります。そういう闘争を望んでおります。

そういうスローガンを与えていくというこ

とであります。 

 いま一つ、このように先ほど発言があり

ましたように、ザルが漏れるからふたをし

なければならぬ。そうしなければ大企業の

労働者の賃金もストップされて上らないの

だという規定がある。これはどこにあるの

かちょっと見落しましたが、これは事実で

ありますが、この考え方は大企業の労働者

の考え方であります。というのは何かおれ

たちの賃金を上げるために、中小企業の労

働者の漏れるところをふたをしようじゃな

いか、おれたちのために。こういうのは大

企業の労働者の考え方である。大企業の労

働者の利己であります。 

 ところが中小企業の労働者はそう考えて

いない。先ほどお話がありましたようにお

れたちの賃金が安いのは大企業の労働者が

あまり賃金を取りすぎるからだと考えてお

ります。これは間違いでありますが、これ

を否定しては運動は進められないのであり

ます。そういうと奇妙なことを鶴は言うと

お考えになりますので、一つの例を申し上

げます。 

 戦後の日本セメントという会社の大スト

ライキのあったことは御承知の通りであり

ます。このストライキは非常に長引きまし

て、しかも争議は敗北に終りました。当時

は石炭が統制されておったときで、日本セ

メントの大ストライキのために割当の石炭

が余りました。この余った石炭はストライ
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キをやっていないところの他の工場に廻り

ました。少ない石炭が入って、その工場が

もうかりました。わけ前は労働者がもらい

ます。この事実を忘れてはならない。片一

方ではストライキをやって死ぬほどの思い

をしているが、一方ではストラライキをや

って勝たなければいかん。勝って下さいと

言って資金カンパはやるが、同情ストライ

キはごめんだ。これは企業エゴです。この

ときに幹部が同情ストライキをやるのだと

言って、企業エゴを捨ててストライキをや

った場合にはその企業の組織は少くともこ

われていきます。 

 労働者の自覚がない場合には……。その

ときのスローガンの与え方は同情ストライ

キではなしに、もっと資金カンパをやらな

ければならんのだ。労働者は連帯だという

スローガンの与え方で結構である。しかし

指導者としては腹の中に持たなければなら

ぬことは、同情ストライキをやらなければ

勝てないのだということを忘れないで下さ

い。こここに指導の二重性がある。指導は

一つではありません。二重三重の指導性が

あるということを忘れてはならぬ。 

 また電鉄あたりのストライキがあります

と、困るのは労働者であります。通勤がで

きない。そこで会社と交渉してトラックを

出させて、それに乗って出勤します。これ

は労働組合が電鉄のストライキをぶちこわ

している例であります。というのは、もし

このときに東京あたりで仮りに考えますな

らば、そういうトラックを迎えにやらなけ

れば、そこの工場の運転は止まります。止

まればそこの会社が困りますから、電鉄会

社にストライキを何とか片付けるとおやじ

が交渉に行くでありましょう。ところがス

トライキをそういうふうにしてやられると

賃金がもらえないということで、労働組合

は会社と交渉してトラックを出させる。労

働組合が電鉄の争議をつぶしでいるのであ

ります。 

 これをだれも不思議に思わない。それは

トラックを出すなという運動をするならば、

必ずそこの労働組合の執行部は追い出され

てしまいましょうし、そのときには完全に

事業主と労働者の利害が一致している。組

合の指導部は浮き上ってしまうのでありま

す。むしろその場合における指導者のあり

方は、会社にトラックを出せという交渉を

することで、そのほうが労働組合の幹部と

しては賢明であります。このことは中小企

業の労働運動をする場合に、きみたちと大

企業の労働者とは同じ独占資本に搾られて

いるのだから、いっしょに戦おうではない

かという手の差延べ方ではございません。

例えば先ほど伊東先生が言ったように、賃

金の遅欠配が大企業の労働組合がストライ

キをやったことによって起った場合、中小

企業の労働者はかならず、その大企業の労

働組合に攻撃を向けて行くでありましょう。

これを忘れてはなりません。その問題を指

導者はとり上げて行くのであります。ただ

そのとり上げ方は労働者が分裂しないよう

にとり上げていくという配慮をしながら、

それをとり上げて、労働者の意向をまとめ

上げる。そして賃金の遅欠配闘争をそれな

りに組んでいく。これは非常に遅れた、弱

い闘争ではありましょう。そして訓練を積

むことによって初めて労働者の連帯性が自

然に意識されて来るのであります。 

 これは皆さんの工場の中における臨時工

の戦いでも同様であります。臨時工がおる

ために皆さんが困っておられる。ところが

臨時工の戦いに親組合は援助をしょうとし

ない。幹部はしょうと考えているのだが大

衆はなかなか承知をしない。あるいは財政

的な提案をしても、否決されるというのは

親工場の労働者の利己心があるからであり

ます。そういう臨時工がいるということが

おれたちの賃金を保証しているのだという

考え方があるからであります。 

 それに皆さん方は妥協してはなりません。

妥協というのは言葉が悪いのではあります

が、これに負けてはなりません。そういう

事実を知りながら、一方では臨時工を戦わ

せる。そしてそれをほかから援助してやる。
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例えば自分の工場に臨時工のストライキが

起った。自分の工場の労働者は応援するま

で進歩していないという場合においては、

そのときはそっとしてやって、そしてほか

からこれに援助の手を差延べるような工夫

をやる。こういうことが大企業の指導者と

しては大事である。こういう意味合いにお

ける地区連の問題が後ほど起こって参りま

す。 

 

１１．戦前の組合の組織方針 

 ともあれ、そういうふうな方法で労働組

合というものは成長して参りましたが、大

正元年の 8月に幸徳秋水の大逆事件以来労

働組合の芽がなかったところに芽がふき出

して参りましたのは、鈴木文治という方が

もと総評のありましたあの場所で、ユニテ

リアン協会でございましたが、あの幹事を

しておった鈴木さんが、15 人の人をもって

友愛会を作ったのが初めであります。畳屋

さんがおる。牛乳配達夫がおる。電気工が

おる。いろいろな人がここに集まっており

ます。そういうことから発展して行きまし

た。 

 組織は翌年の 2月に小山支部、10 月に江

東支部ができた。1 周年のときには 1,326

名に達しておりました。大阪、神戸にも支

部ができ、京都にも、横浜にも、あるいは

足尾にもできて参りました。友愛会の支部

というものは、みんなあらゆる労働者がこ

の中に入っておったわけであります。大正

4 年に初めて海員支部というものが独立し

まして、日本海員組合という今日の海員組

合の前身であるところのものができて参り

ました。 

この海員組合は楢崎という、もとは船主

でございましたが、この楢崎さんが自分の

財産を投げ出して海員組合を成長させてく

れております。今でも海員組合の事務所へ

行きますと、楢崎さんの写真が掛っており

ます。ともあれそういうことによって独立

いたしました海員組合が今日の大をなして

おるのであります。東京印刷工組合という

ものが友愛会の名前を冠してできて参りま

した。このようにして大正 8年の大会の決

議は地域支部を職業別、産業別に整理する

という決議でありまして、初めてここに近

代的な労働組合の初歩的な形態を作ってい

ったのであります。 

 この歴史的な事実から見ましても、労働

組合というものは初め労働者がお互いの不

平、不満を語り合う場所として集まる。友

愛会の前身がそれであります。不平、不満

を語り合うために、あるいは共済をし合う

ために、親睦を深めるために集まったとこ

ろの労働者の団体が、労働組合運動を本格

的に進めるに従って、労働条件の維持、改

善のやりやすい方法として、産業別的な、

職業別的な整理へもっていったのでありま

す。初めから職業別的な組織を考えたので

はないのであります。ここが大事でありま

す。一番やりやすい方法を求めていく。こ

のことが大事であります。 

 そこで戦前の運動は工場別に支部を作り

分会を作って参りました。そして事務所は

個人の住宅に置かれております。そういう

地域的な支部ができ、分会ができますと、

それらを集めまして、支部連合会を作りま

した。この支部連合会は大阪、東京あたり

では、一軒の借家を借りまして、ここに職

業的なオルクを置きました。この職業的な

オルグは本部から任命して、本部の給料に

よってそこに常駐をしておる。このオルグ

が毎日のように職場を廻って歩きます。あ

るいは家庭訪問をします。職場の事情を聞

きまして、必要に応じておやじさんと交渉

をする。 

 また会合の開き方から、あるいは謄写版

を刷ってやる。そういういろいろな世話役

活動をやります。そういうオルグが闘争の

推進の中心となる。そうして支部連合会と

いう一つの機関の中の一行動部隊として活

動して参ります。そして同じ職業同じ業種

のものが増えて参りますと、これを整理し

て合同労組の中に職業別的な、あるいは業

種別的な支部連合会を作って参りまして、
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これがさらに大きくなりますと、これを独

立させまして、業種別なり、産業別なりの

労働組合としていったのであります。 

 こうして合同労働組合、あるいは何々金

属労働組合、何々刷子工組合、あるいは左

官工組合、こういうふうに組織ができて参

りました。それらの組織は一つのオルグを

中心として地域がだいたいきまって参りま

す。言いかえますと、オルグが世話役であ

りますから、そのオルグの行動半径という

ものが決まる。私はこのことを日本では自

転車だと言っております。自転車で 1日の

うちに往復できる距離、これにおいて作る

ということであります。というのはオルグ

が自転車に乗りまして、何か謄写版に刷る

ことはないか。何か交渉をすることはない

か。だれか労働者がけがをしていないか、

けがをした場合に事業主は病院へその労働

者を連れて行ったかどうか、こういうこと

を聞きに廻るのであります。いわば御用聞

きであります。この御用聞きが中小企業の

労働組合には絶対に必要であります。 

 なぜならば、一つの組合の中に、これは

あとで申し上げますが。いろいろ条件の欠

けたものがある。この欠けたものをオルグ

が補わなければなりません。それとともに、

激しい弾圧がありますから、これと戦うた

めには労働者同士の密接な協力が必要であ

ります。例えばストライキが起った。問題

が起った。坐り込みをやらなければいけな

いという場合に、2 時間も 3 時間も先から

でなければ応援が間に合わないような戦い

ぶりでは戦いに勝てません。 

 ちょっと自転車で一走り、隣りの工場に

行くと組合の分会の幹部がそれじゃ行って

やろうということで工場を中退して応援に

来てくれる。そして一緒になって会社側と

交渉してくれる。こういう協力態勢でなけ

ればなりません。そういう協力態勢という

ものは一つの交通事情によって制約をされ

る。しかしそういう闘争はそれなりの闘争

であって、それ以上発展しない。それ以上

の弾圧には対抗できない。それはやはりも

っと広い地域の団結を必要といたします。

そういう団結が府県別の団結となって現れ

る。こういう形であります。 

 それといま一つは、そういう戦いは戦い

の勢力の集約がなければなりません。これ

を例えて申ししますと戦前の組合は 50 銭

くらいの会費をとっておりました。その 50

銭の会費の中に会社単位の支部に 50 銭の

うち 10 銭、これは組合によって総同盟や全

労、その他いろいろありましたが多少違い

ましたが大体 10 銭。それから大阪合同労働

組合。大阪金属というようなところに大体

20 銭くらいそれから大阪連合会、あるいは

労動組合の集まった連合会に7銭から8銭、

今日の総評に当りますところの総同盟とか

全労とか組合同盟とかいうようなところに

は 3銭から 4銭、こういうふうな会費のわ

け方になっておりました。 

 つまり戦いの集約点は各地方の合同労働

組合、各地方の金属労働組合に集約点があ

った。その力をもって中小企業の一つ一つ

の戦いが進められておったのであります。

そのことはどういうことかと申しますと、

大正 11 年に無政府主義者の大杉栄を指導

者とする、サンジカリズムの組合と当時の

ボルシェビキ的な考え方を持っている行動

主義の労動組合が戦線統一のための大会を

やったことがあります。このときに自由連

合派のほうは連合体的な組織をやろう。片

一方は同盟体的な組織をやろうと主張しま

した。つまり戦うには中央に集約された力

をもって決議された。民主的な決議を中央

の指令によって全員が守るという、そうい

う軍隊的な、しかも民主的であるところの

組織しなければ戦いはできないのだ。こう

いうのが同盟派の主張であります。 

 自由連合派のほうは、それは労働者の自

主性を犯すものだからいけないのだという。

この考え方の相違があったのであります。

この戦線統一の運動の失敗後自由連合派は

日本の労働運動から姿を消して参ります。

このこと自体は激しい弾圧には激しい対抗

策が必要である。労働者の同盟体が必要で
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あるということであります。従いまして戦

いの考え方も連合体的な考え方で、中小企

業の闘争をやってはならない。同盟体的な

もっと今日より力を中央に集中する。その

集中の仕方は、その地区なり連合会なり、

今日の言葉でいいますと地区連なり、ある

いは県労評なり、こういうところに力をも

っと集中し、力をもって中小企業の戦いを

進めなければならぬ。そのもとに優秀なオ

ルクが配置され、そのオルグが指導者とな

ってしかも組合の運営の仕方はあくまで民

主的な運営の方法をもって進めていくとい

うことが必要なのであります。 

 ということは組織とは何かということで

あります。組織というものは一定の目的を

持つところの人間の集団でありますし、隊

伍でなければなりません。一つの組合わさ

れた自由に意思行動のできる隊伍でなけれ

ばならぬ。しかもそれは統一的に働かなけ

ればなりません。これは単に中小企業を集

めただけではだめであります。中小企業が

統一的に動くところの、しかも行動が一定

方向に共通していなければなりません。そ

してその共通の仕方は、大企業の労働組合

と中小企業の労働組合は必ずしも今日にお

いては一つではないのであります。と申し

ますのは、大企業の労働組合は直接的に独

占資本に対する戦いをしております。中小

企業の労働者は中小企業の事業主を通じて

独占資本に対決をしている。従って戦いの

組織は大企業と中小企業とが平面的に一本

になるのではなくて、立体的な二重組織で

あるということ、このことを忘れては中小

企業の戦いはあり得ないのであります。 

 そういう意味合いにおいて一つの目的を

持つところの中小企業の組織としてやって

もらいたい。戦前におきましても大企業の

労働組合と一本の戦い方は組合ではござい

ましたが、その内部における機能的な役割、

そういうものが二本立であったのでありま

す。こういうことは組織を編成します場合

にわれわれが忘れてはならないことであり

ます。かならず実際の必要に応じて編成を

して下さい。産業別整理がよいからと言っ

てこれは実際の必要に即さない場合にやっ

てはならんのであります。 

 いま一つは構成員の訓練の程度に応じて

やっていただきたい。構成員の訓練が比較

的低いときに高度のスローガンを与えたり、

高度の戦いの組み方をしてはなりません。

同時に高度の組織を与えてはならんのであ

ります。そのことは構成員の意思がもっと

まとまりやすい単位でやっていただきたい。

100 人集まって相談するのと、10 人ずつ単

位を作って討議をさして、しかる上に全体

が集まって意志の統一をはかるのとどちら

がまとまりやすいかということであります。

後の方がいいように考えられます。討議が

徹底いたします。 

ところが訓練を積んでない労働者を 10 人

ずつ集めますともうそこには討議自体起こ

って来ずに雑談に花が咲いてしまいます。

というのは討議をするところの訓練と、指

導者に欠けているからであります。そうい

う労働者を集めたときには全体をまとめま

して、100 人でも 200 人でも全体をまとめ

てオルグはその司会的な進行役をつとめる。

そして意見を聞きながら訓練をしていくの

であります。いま一つは上下の機関が意思

を伝達し合う。組合員に意思が伝達されや

すいような単位で編成をしていただきたい

のであります。 

 

１２．戦前の闘争戦術について 

 次に戦前の闘争のやり方を若干申し上げ

て見たいと思います。 

 先ほど闘争のいろいろなやり方を申し上

げましたが、そういう闘争は今のように合

理的な、科学性を持った闘争ではございま

せんでした。大企業ももちろんそうでござ

います。まして会社の経理をつかむという

ことは全然不可能でありました。というの

は会社の職員、事務職員というものはある

意味において労働者の敵であったのであり

ます。敵というのはちょっと言い過ぎてあ

りますが、労働者が戦いに立上ったときに
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は一番先に労働者を弾圧に来たのはそれら

の事務職員であります。従いまして会社の

待遇もまた違っておりました。そういう中

で会社経理内容の合理的な事実をつかむと

いうことはできない。従いまして戦いは常

につかみ算用でありました。その点が一つ

違うのであります。 

 それからいま一つは合法部面が狭いため

にその戦いというものはともすれば抜打的

になる。ともすれば暴力的な闘争になりま

す。相手も暴力を振いますから、こっちも

暴力で対抗する。また闘争には必ず警察が

介入して参ります。争議の解決は特高のあ

っせん調停で解決するというのがほとんど

の例でありました。またわれわれはそれを

知って戦いを進めていく。それを利用して

闘争を緩和していくという方向を与えてお

りました。また戦いは一工場単位の戦いが

ほとんど大部分で全国的規模でやられる戦

いはほとんどありません。ただ自然発生的

な、一つの波に乗った全国的な闘争はあり

ましたが、意識的、計画的な闘争は行われ

ておりませんでした。ただ地方的な同一職

業のものが、例えば左官でありますとか、

刷子工でありますとか、いわば同業的な観

念からストライキをやったのであります。 

 私たちはそういう闘争の中に学ばなけれ

ばならないことは時間がありませんので省

略をいたしますが、中小企業の戦いの場合

にその戦いの後ろ盾となったものは何か、

それはその地方的な労働者の政治勢力であ

り、労働者に同情する人々の援助であり、

あるいはそのほかいろいろな政治的な社会

的な勢力が後ろ盾になって参りました。今

日の総評の行っております全国的な戦いに

は全国的な社会党の政治的背景、全国的な

知識階級の支持、その他、そういうものが

背景になって闘争が生まれます。 

 従って中小企業の場合にはそのような規

模のものは直ちにはわかりません。従って

その地方的な、地区的なそのような政治的

な勢力、社会的な勢力の背景がなければな

らぬということであります。 

ところがやりますというと大企業の労働組

合の目から見ますと、そのことが見落され

がちでありますので、それを忘れないでい

ただきたいと思います。私たちは地方的な

戦いをやる場合にはその地方の労働組合か

ら選出している市会議員、県市民層から出

ている市会議員、その人達が確約をしてく

れなければならぬ。ときにはあっせん屋に

なり、ときにはストライキの先頭に立ち、

そういう人たちの戦いがあることによって

不利な争議を有利に解決しうる転機が生ま

れて参ります。ちょうど国会議員が皆さん

たちの闘争の支えになるように市会議員が

中小企業の闘争の支えになる。そういう一

つの勢力を地方的に築き上げていただきた

いのであります。 

 

１３．中小企業の組織のもつ弊害 

 それからいま一つ、中小企業の組織には

弊害が生まれて参ります。この弊害は何か

と申しますと縄張りであります。というの

は、先ほど申しましたように情緒的に結ば

れ、結合しなければならぬ。 

しかもこの組織はともすればこわれやす

い組織であります。従ってそこのオルグは

みずから手がけた組織として手離したがら

ないという一つの感じを持ち、愛着を持つ

のは当然であります。これは必要でありま

す。ところが、この組織はおれの組織だか

ら人に手がけさせんのだという考えを持ち

ます。 

 いま一つは先ほど言いましたように中小

企業の組織は朝から晩まで職業的に運動を

進めていく必要がありますので、この人の

生活が保障されなかった場合には労働組合

は飯を食うところのたねになります。そう

するとほかのオルグがやって来ておれの組

織を荒らした。おれの飯の場を荒らしたと

いうことになると今度は組織を根城にした

オルグ同士の争いになって参ります。この

危険性が多分にあります。そのような派閥

的な、縄張り的な組織ではなくて、純真に

成長するところの組織を作り上げなければ
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ならない。 

 そのためにはときに皆さんたちの助力が

必要であります。柔軟な戦術と高い理想・ 

愛情が必要である。感激が必要である。そ

の熱情をもってそれに当ることであります。

中小企業の組織化には同志的な結合を必要

といたします。これは皆さんがやっていか

れるうちには、寝ころんで話ができる。お

でん屋で酒を飲んで、酔っぱらって、くだ

をまいて話し合えるという、そういう愛情

が組合の幹部同士の中に、中小企業の労働

者の幹部諸君との間に生まれなければだめ

です。あれはどこそこの大工場の組合長さ

んだ。おれは町工場のしがない一職工だと

いうようなそういう差別的なものがある以

上は中小企業の労働者を指導していくこと

はできません。とにかく抱き合って焼酎を

飲みながら、ひざをかかえて語り合うとい

うように労働者の中にとけ込んで組織を作

っていただきたい。(了) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1981年総評地方オルグ研修会資料版

「解説」 

 本資料は、1956 年 4 月 19～20 日に総

評が鎌倉の建長寺において開催した第1

回中小企業中央オルグ講習会の議事録

から、戦前の労働運動家である鶴五三氏

の講演内容の部分を抜粋したものです。

 戦前と戦後では諸事情が異なります

が、オルグ活動、中小労働者の組織化運

動等については、大変参考となり、当時

の中小オルグの手引きとして活用され

たものです。 

全国一般版解説 

オルグの心構えなど今日の運動に通じ

るものがあるので再掲載した。再掲載に

あたって、1９81年総評発行版資料から、

明らかな誤字、送りかななどは改めた。

 


